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11月（祝日）のびん・
かん収集について

11月23日㈮は下記の地区で、通常どおりびん・かんの収集を行います。
地区＝松山・竹丘問ごみ減量推進課☎042・493・3750

市ホームページ…トップページ＞市政情報＞広報＞清瀬市ブログ
プリントアウト版…市内の各図書館でご覧いただけます

本編をご覧に
なるには

　写真に写っているのはどの辺り
か、おわかりでしょうか。
　ときは昭和36（1961）年。「上
を向いて歩こう」や「銀座の恋の
物語」が流れ、女子バレーボール
「東洋の魔女」の大活躍に沸いた
年です。
　清瀬では、この年、清瀬小学校
で完全給食開始、町章（現在の市
章）が制定され、待望の公民館が
完成しました。
　写真は、「第一給水塔」（現在の

清瀬元町浄水所の場所）から中里
方面に向かって撮った小金井街道
の様子です。
　道の両側に広がる畑、自転車を
こぐ人、木製の電柱…
　写真の光景から呼びさまされる
記憶はありませんか？　思い出さ
れたことがあれば、ぜひお話をき
かせてください。昔の写真も募っ
ています。
 問市史編さん室☎042・497・
1813

小金井街道 1961
「市史で候」二十二の巻
「きよせ回顧写真館1：小金井街道」　より

　誰もが聞いたことのある企業
「アマゾン」や、利用したことが
ない人のほうが少ないと思われる
「佐川急便」を名乗る偽SMS（ショ
ートメッセージサービス）が急増
しています。アマゾンについては
市報8月1日号に掲載しましたの
で、今回は佐川急便の偽SMSにつ
いてお知らせします。
＜事例＞
　「佐川急便です。冷凍便をお預
かりしていますが、住所確認が取
れません。確認のために至急下記
URLからご連絡ください。」
というメールがスマホに入ったた
め、慌ててURLをタップした。位
置情報の許可を求められたので
OKした途端、アプリがダウンロ
ードされてしまった。
　その後、自分のスマホから、佐
川急便を名乗る偽SMSが不特定多
数の人に大量発信されてしまう状
態になってしまった。「佐川急便
さんですか？」と言う電話もかか
るようになった。
＜アドバイス＞
　この佐川急便からの偽SMS被害
はテレビの報道番組のスタッフも
体験談として情報提供していまし

た。本物の佐川急便ではSMS連絡
は使用しません。利用したことが
ある企業名、知っている会社名か
らのSMSであっても、絶対にURL
をタップしたり、添付ファイルを
開かないでください。
　不正使用が認められてキャンセ
ルになりましたが、なりすましに
よるネットでの買い物という被害
も報告されています。もし、タッ
プしてしまい被害が発生した場合
は携帯電話会社と、アプリ購入サ
イトに連絡しましょう。また、最
新のウィルス対策ソフトアプリを
ダウンロードしましょう。
　なお、発信された多数のSMS料
金についての減免は難しいのが現
状です。
 問消費生活センター☎042・495
・6212（相談専用）

費生活相談の
現場から

消 アマゾンに続いて

佐川急便を装った
偽メールにご用心

実行委員は皆市民参画で
　このまつりは、公募した市民からなる実行委
員会で企画・運営され、今年で23回目となり
ました。実行委員長は「もっと市民参画による
アイレックの活動を知ってもらいたい。そして
参加される皆さんが楽しめるまつりにしたい」
と話されました。

　会場には、各登録団体やサポーターによる独
自の活動を紹介したパネルが展示されていまし
た。また、バザーも開催され、手作りクッキー
やパン、無農薬野菜、手作りのエプロンや小物
などが販売されていました。今年は「東北応援
ショップ」として被災された方々が作成した小
物などが初めて出品されていました。

ワークショップに参加
　初日に行われた「『自分を好きって言える？』
～自己肯定感を育てるコミュニケーション～」
に参加しました。
　講師は、アサーティブトレーナーの大沼もと
子さん。
　相手を傷つけず自分の気持ちを正直に表現
し、ストレスをためないようにすること。自己
肯定し、自分を好きになること。自分を大切に
する気持ちがコミュニケーションのスキルアッ
プに繋がり、セクハラ・パワハラにも対応して
いけるようになるなどの話がありました。

　その後、4～5人のグループに分かれて一人
一人自分の長所と短所を発表し、他の人が短所
を長所に言い換えることや、お互いにいいとこ
ろを見つけて褒め合い、それをみんなに発表す
るというワークショップを行いました。

その他の催し
　午後は「『男と女のあいだには…』～弁護士
が見た、家族のかたち～」と題し、憲法24条、
婚姻や家族に関する立法について、弁護士の打
越さく良さんの講演会が行われ、夜は清瀬市松
山在住の夫婦デュオ「ハタスマ！」による「ポッ
プス＆ジャズで楽しむ夕べ」が開催されました。
　翌日７日は、1７歳でノーベル平和賞を受賞し
た少女の勇気と感動のドキュメンタリー「わた
しはマララ」の映画上映会がありました。
取材を終えて
　今回、ワークショップに参加し、人を褒める
こと、良いところを見つけることは、良好な人
間関係を築くために大切なスキルだと思いまし
た。
　アイレックでは、講演会・講座など、さまざ
まな催しを行っています。ぜひ、興味のあるイ
ベントに参加してみてください。

　「すべての市民が性別に関わりなく個人として尊重され、平等にいきいき暮らせるまちの実現」を目指し、平成18年に施行され

た「清瀬市男女平等推進条例」を知っていますか？　この条例を推進している男女共同参画センター（アイレック）では、活動を

もっと広く知ってもらいたいと「アイレックまつり」を毎年開催しています。10月6日・7日に行われたその様子をレポートします。

23回目のアイレックまつりを体験
～男 女 平 等 参 画 社 会 の 実 現 を 目 指 し て ～

片寄明香さん

市民編集委員の
視点から

佐川急便です。
冷凍便をお預か
りしています
が、住所確認が
取れません。確
認のために至急
下記URLからご
連絡ください。

左上：実行委員長池田いづみ
さんと実行委員の城野兼一さ
ん
右上：活動展示の様子
左下：バザーの様子

上：講演会の様子
右：「ポップ＆ジャズ
で楽しむ夕べ」の様子
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